
山里口御門入場者属性等調査結果

調査概要
〇目的
回答者属性、まちなかでの消費額、周遊状
況、福井城址および「まちなか」に対する
意見を把握し、今後のまちづくりの参考と
する。

〇対象者
山里口御門入場者４００人

〇調査場所
福井城址山里口御門

〇調査機関
令和２年９月１９日（土）～１０月１８日（日）
のうち平日１０日間、土休日４日間（計１４日間）

結果

現在の山里口御門の入場者は、県外、中高

年男性の割合が多い。

歴史をテーマに山里口御門以外への一定の

周遊は見られるものの、全体としてはまだ十

分とはいえず、また「まちなか」における消

費額もそれほど多くはない状況である。

福井城址および「まちなか」に関する意見

として、広報や周遊コースの充実などソフト

的なニーズのほか、山里口御門内の設備の充

実等を求める声があった。

（対面聞取り方式で実施）

結論

＜性別＞

〇来訪者属性

〇まちなかにおける消費額

約３分の２が男性 男女とも５０代以上が入場者の６割以上を占めている

６３.３％

６０.４％

男女とも県外客が６割以上を占めている 男性はひとり、女性は家族親戚との入場が最も多い

入場者の半数近くは消費額が３千円未満

５７.２％
４９.８％

入場者の半数以上は周遊施設数が１箇所以下

（山里口御門前後に立ち寄った施設数）〇周遊状況

ポイント

＜年齢構成＞

ポイント

＜居住地＞

ポイント

ポイント

＜同伴者＞

ポイント

ポイント

＜主な訪問箇所＞
・福井駅
・ハピリン
・AOSSA
・商店街等のエリア
・西武福井店
・足羽山
・養浩館庭園
・福井市立郷土歴史博物館
・グリフィス記念館
・北の庄城址柴田神社
・片町 等
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〇山里口御門およびまちなかに対する意見

＜まちなかに必要と思う機能＞

案内表示や周遊コースの設定を
求める回答が多い

【まちなか内施設】

いずれも歴史施設への周遊が半数前後を占めている

〇周遊状況

消費額が多い入場者ほど、複数施設を周遊する傾向がみられる

３２.４％

４４.２％

３８.１％

４９.１％

６８.８％

歴史施設
57.5%（80人）

一乗谷 （34人）
丸岡城 （22人）
大野城 （19人）
金沢城 （3人）
小谷城 （1人）
国吉城 （1人）

神社仏閣
5.8%（8人）

永平寺（8人）

公園・屋外
4.3%（6人）

東尋坊 （6人）

商業施設
3.6%（5人）

郊外買い物 （3人）

喜ね舎 （2人）

その他
28.8%（40人）

＜山里口御門の前後に立ち寄った施設の類型＞

歴史施設
49.9%（131人）

北の庄城址柴田神社 （60人）
養浩館庭園 （47人）
福井市立郷土歴史博物館 （24人）

商業施設
25.6%（67人）

商店街等のエリア （30人）
西武福井店 （18人）
ハピリン （16人）
AOSSA （3人）

神社仏閣
6.9%（18人）

福井神社 （15人）
佐佳枝神社 （3人）

公園・屋外
4.2%（11人）

足羽山 （8人）
中央公園（3人）

その他
13.4%（35人） 【まちなか以外の施設】

＜山里口御門に必要と思う機能＞

まちなかの各施設へ誘導する
分かりやすい案内表示

26.9%

徒歩や自転車で周遊できる

魅力的なコースの設定

17.1%

まちの歴史を深く

学べる学習機能
15.6%

土産物などを
気軽に買える

物販機能
13.9%

その他
26.5%

模型設置等によるお城に
関する説明の充実

23.6%

映像や音による

説明用設備の充実
19.6%

周辺施設の紹介、連携
18.0%

オリジナルグッズの

配布・販売
12.9%

その他
13.5%

体験型機能の充実
12.4%

合計 ２６２人 合計 １３９人

山里口御門内の説明機能の充実を
求める回答が多い

ポイント

ポイント ポイント ポイント

＜入場者の消費額別の周遊施設数（山里口御門以外）＞
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